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【
ご
意
見
・
ご
要
望
】

　

最
近
多
発
し
て
い
る
子
ど
も
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め

に
、
他
市
で
行
っ
て
い
る
地
域
活
動
を

町
田
市
で
も
取
り
上
げ
て
欲
し
い
。

（
１
）
地
域
自
治
体
の
協
力　

Ｐ
Ｔ
Ａ

で
も
校
内
外
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
目
が
と
ど
か

な
い
事
も
多
い
の
で
、
地
域
の
方
に
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。
具
体
案
と
し
て

は
、
買
い
物
、
犬
の
散
歩
な
ど
日
常
的

に
地
域
を
歩
く
時
で
よ
い
の
で
『
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
中
』
の
腕
章
な
ど
目
に
付

く
も
の
を
付
け
て
歩
い
て
欲
し
い
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
。

（
２
）
宅
配
業
者
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
イ
ク

　

広
報
広
聴
課
広
聴
係
（
市
民

相
談
室
）
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
市
政
に
関
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
な
ど
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
、
「
市
長
へ
の
手

紙
」
や
「
要
望
」
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
度
下
半
期
（　
１０

月
〜
３
月
）
の
間
に
寄
せ
ら
れ

た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
「
要

望
」
は
７
６
６
件
で
し
た
。
前

年
同
期
と
比
較
し
て　

件
の
減

３２

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要

市
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要

望
と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す

望
と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す

に
『
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
』
ス
テ
ッ
カ

ー
を
張
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
何
か
不

審
が
あ
れ
ば
通
報
す
る
こ
と
も
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
と
良
い
（
先
に
宅
配
業

者
２
社
に
依
頼
し
ま
し
た
が
、
警
察
・

教
育
委
員
会
か
ら
の
要
請
が
必
要
と
の

こ
と
だ
っ
た
）
。
常
日
頃
よ
り
防
犯
の

基
本
は
た
く
さ
ん
の
目
が
必
要
と
思
っ

て
い
ま
す
。
業
務
多
忙
と
は
存
じ
ま
す

が
、
ぜ
ひ
で
き
る
だ
け
速
や
か
な
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

【
回
答
】

　

町
田
市
内
で
は
、
連
れ
去
り
未
遂
や

不
審
者
の
出
没
な
ど
子
ど
も
を
狙
っ
た

事
件
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
大
事
に
は
い
た
ら
な
い
も
の
の
、
大

変
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
と
思
料
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、
本
年

４
月
か
ら
地
域
の
自
治
会
・
町
内
会
に

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願
い
し
、
子
ど

も
の
安
全
を
含
ん
だ
活
動
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
手
紙
に
あ
り
ま
す
よ
う
に

他
の
防
犯
団
体
と
い
う
こ
と
で
、
市
内

各
地
区
の
「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
「
新
聞
配
達
員
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
「
東
京
ガ
ス
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
「
町
田
市
職
員
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
車
両
へ
の
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
中
」
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
の
張
付

や
「
防
犯
」
の
腕
章
を
付
け
、
不
審
者

な
ど
を
見
か
け
た
際
に
は
直
ち
に
１
１

０
番
通
報
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
に
限
定
し
て
走
行
す

る
郵
便
局
に
協
力
を
求
め
た
結
果
、
町

田
郵
便
局
、
鶴
川
郵
便
局
及
び
町
田
西

郵
便
局
の
集
配
及
び
配
達
の
自
動
車　
３１

台
、
バ
イ
ク
２
８
３
台
に
ス
テ
ッ
カ
ー

を
張
っ
て
も
ら
う
調
整
協
議
が
整
い
ま

し
た
の
で
、　

月
補
正
予
算
で
そ
の
費

１２

用
を
計
上
し
ま
し
た
。
印
刷
に
時
間
を

要
し
ま
す
の
で
、
２
０
０
５
年
２
月
１

日
を
予
定
す
る
出
発
式
を
計
画
し
、
こ

の
日
か
ら
一
斉
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
子
ど
も
と
保
護
者

に
周
知
す
る
た
め
広
報
も
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
の
内
容
は
「
子
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
と
「
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
実
施
中
」
を
印
刷
し
た
も
の
で
、

自
動
車
は
両
側
に
、
バ
イ
ク
は
荷
台
の

箱
の
後
ろ
側
に
張
る
も
の
で
す
。

　

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
制
度

は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
途
上
等
に
お

い
て
、
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
り
そ
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
避
難
所

と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
で　

月
現
在
、

１２

４
６
２
３
の
家
に
「
子
ど
も
１
１
０
番

の
家
」
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
大
勢
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
始
め
お
母
さ
ん
方
の
今

ま
で
以
上
の
お
力
を
ぜ
ひ
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
大
切

な
子
ど
も
を
地
域
の
力
で
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

な
お
、
宅
配
業
者
の
協
力
依
頼
に
つ

い
て
は
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
ご
意
見
・
ご
要
望
】　

　

本
町
田
地
区
は
面
積
が
広
大
で
、
そ

の
番
地
を
表
す
数
字
標
記
が
大
き
く
、

細
分
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
ば
ら
に
分

か
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
緊
急

時
対
応
等
区
分
に
お
い
て
不
便
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
、
都
市
計
画
道

路
が
未
完
成
と
い
う
理
由
か
ら
他
の
地

区
よ
り
住
居
表
示
の
整
備
が
立
ち
後
れ

て
い
る
現
状
で
す
。
地
域
の
老
齢
化
や

過
密
化
に
よ
り
救
急
車
の
要
請
度
合
い

が
高
ま
る
折
、
計
画
道
路
推
進
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
計
画
の
線
に
沿
っ
た
線

引
き
に
よ
る
整
備
も
一
策
か
と
思
い
ま

す
。

　

仮
に　

号
か
ら
サ
ー
ク
ル
Ｋ
前
を
通

１６

り
鎌
倉
街
道
へ
至
る
道
路
を
Ａ
と
し
た

場
合
、
鎌
倉
街
道
Ｂ
で
た
て
・
よ
こ
に

区
切
れ
ば
４
地
区
と
な
り
さ
ら
に
計
画

道
路
を
考
慮
に
入
れ
て
細
分
す
れ
ば
８

〜
９
地
区
く
ら
い
に
区
切
る
こ
と
が
可

能
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
回
答
】

　

市
で
は
、
現
在
の
住
所
整
理
実
施
状

況
を
勘
案
し
、
今
後
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
重
要
な
施
策
と
し
て
お
り
、

今
後
の
方
針
・
基
準
づ
く
り
を
現
在
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
面
の
事
業
実
施
対
象
地
区
と
し

て
、
「
忠
生
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
」
「
木
曽
町
」
「
能
ヶ
谷
町
」

「
金
森
」
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
地
区
は
、
区
画
整
理
事
業

の
完
了
に
合
せ
事
業
実
施
の
必
要
が
あ

る
等
、
早
期
に
着
手
す
べ
き
要
因
の
あ

る
地
区
で
す
。

　

ご
要
望
の
「
本
町
田
地
区
の
住
所
整

理
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
必
要
性

は
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
対
象
地
区
が
完
了
次
第
早
期
に

着
手
す
べ
く
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

たくさんのご意見・ご要望を
お待ちしています

　「市長への手紙」は、専用ハガキを
市の施設に用意しています。また、Ｆ
ＡＸ（７２４・５１１１）、町田市ホームペ
ージ（http://www.city.machida.tokyo.
jp）上や電子メール（tegami_m@city.
machida.tokyo.jp）でも受け付けてい
ます。どうぞご利用下さい。
　「要望」は、市政に対するご意見を
文書で受け付けています。書式は問い
ませんが、町田市長宛でお願いしま
す。
※第三者の個人情報、誹謗中傷は送付
・送信しないで下さい。
□問 広報広聴課広聴係（市民相談室）
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消費生活センターから

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

２
０
０
４
年
度
の

２
０
０
４
年
度
の 

消
費
生
活
相
談

消
費
生
活
相
談

　

２
０
０
４
年
度
の
消
費
生
活
相
談
件

数
は
６
０
３
１
件
で
、
過
去
最
高
の
件

数
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
の

１
１
６
％
、
約
１
・
２
倍
で
す
。
原
因

は
２
〜
３
年
前
か
ら
続
く
、
い
わ
ゆ
る

不
当
請
求
・
架
空
請
求
の
影
響
で
す
。

　

昨
年
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

や
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
全
頭
検
査
問
題
な
ど
、
食

品
の
安
全
問
題
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、
契
約
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
相
変
わ
ら
ず
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。

主
な
相
談
の
傾
向
、
事
例

【
不
当
請
求
、
サ
ラ
金
、
敷
金
返
還
ト

ラ
ブ
ル
、
相
談
上
位
は
変
わ
ら
ず
】

　

最
も
多
い
相
談
は
ハ
ガ
キ
や
携
帯
電

話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
架

空
請
求
、
不
当
請
求
に
つ
い
て
で
す
。

対
応
の
基
本
は
、
身
に
覚
え
が
な
け
れ

ば 
毅  
然 
と
無
視
す
る
こ
と
で
す
。

き 

ぜ
ん

　

し
か
し
最
近
は
、
身
に
覚
え
が
な
く

て
も
、
裁
判
所
の
支
払
督
促
等
の
法
的

手
続
き
を
と
っ
て
請
求
し
て
く
る
事
例

が
現
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

は
無
視
せ
ず
、
督
促
異
議
申
立
等
の
対

応
が
必
要
で
す
。

　

サ
ラ
金
の
返
済
に
関
す
る
相
談
も
多

い
の
で
す
が
、
相
談
室
で
は
債
務
整
理

の
方
法
を
説
明
し
、
弁
護
士
会
の
法
律

相
談
等
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

敷
金
返
還
ト
ラ
ブ
ル
は
、
「
原
状
回

復
」
等
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
省
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
交
渉

す
る
よ
う
助
言
し
て
い
ま
す
。

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
が
問
題
化
】

　

こ
の
と
こ
ろ
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
、
訪
問
販
売
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
の
相
談
で
す
。
特
に
高
齢
者
世
帯
を

中
心
に
勧
誘
し
、
複
数
の
契
約
を
結
ば

せ
る
次
々
販
売
が
問
題
化
し
ま
し
た
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
主
な
内
容
は
床
下
の

調
湿
（
乾
燥
剤
、
床
下
換
気
扇
等
）
、

耐
震
補
強
工
事
、
屋
根
工
事
、
外
壁
塗

装
な
ど
で
す
。
無
料
で
床
下
や
屋
根
を

点
検
し
、
「
す
ぐ
修
理
し
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
る
」
と
契
約
を
急
が
せ
る

手
口
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
慌
て
て
契

約
せ
ず
、
複
数
の
業
者
の
点
検
、
見
積

も
り
を
取
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
万
一
契
約
し
て
し
ま
っ
て

も
、
８
日
以
内
な
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
に
よ
り
無
条
件
解
約
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
最
近
の
相
談
事
例

【
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
】

　

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
相
談
が
高

齢
者
か
ら
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
証

拠
金
を
支
払
い
、
そ
の
何
十
倍
の
資
金

を
動
か
す
投
機
的
取
引
の
こ
と
で
す
。

　

悪
質
な
業
者
も
多
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
解
決
は
困
難
な
場

合
が
多
く
、
解
約
し
て
も
精
算
金
が
返

金
さ
れ
な
い
等
の
事
例
も
見
ら
れ
ま

す
。

　

７
月
か
ら
法
律
で
規
制
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
投
資
経
験
や
知
識
の
な
い
消

費
者
は
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う！

【
直
収
電
話
サ
ー
ビ
ス
】

　

２
０
０
３
年
よ
り
始
ま
っ
た
固
定
電

話
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
、
一
部
代
理

店
に
よ
る
過
剰
な
電
話
勧
誘
が
問
題
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
介
さ
ず
、
利
用
者

が
直
接
個
々
の
通
信
会
社
に
加
入
す
る

形
の
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
料
金

が
割
安
に
な
り
ま
す
が
、
従
来
の
サ
ー

ビ
ス
が
一
部
利
用
で
き
な
く
な
る
等
の

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
契
約
す
る
の
な

ら
内
容
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
室
へ

【
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い
て
】

　

訪
問
販
売
等
で
契
約
し
た
場
合
、
契

約
日
か
ら
８
日
間
（
一
部　

日
間
）
は

２０

工
事
の
完
了
や
商
品
の
使
用
（
消
耗
品

を
除
く
）
と
は
関
係
な
く
無
条
件
で
解

約
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間

を
過
ぎ
た
り
、
店
舗
販
売
な
の
で
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う

場
合
で
も
、
販
売
方
法
や
契
約
書
に
問

題
が
あ
れ
ば
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
ご
相
談
下
さ

い
。

◇

　

昨
年
度
は　

年
ぶ
り
に
消
費
者
保
護

３６

基
本
法
が
改
正
さ
れ
名
称
も
「
消
費
者

基
本
法
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

８
つ
の
消
費
者
の
権
利
が
明
記
さ
れ
、

消
費
者
は
保
護
す
る
対
象
か
ら
自
立
を

支
援
す
る
対
象
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
津
」
も

昨
年
改
正
さ
れ
、
訪
問
販
売
等
に
関
し

て
規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
契
約
に
は
責
任
が
生
じ
ま
す
。
そ
の

場
で
契
約
せ
ず
、
良
く
検
討
し
て
か
ら

で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
商
法

に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

※
相
談
は
専
用
電
話
７
２
２
・
０
０
０

１
へ
（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
、
来
所
受
付
は

午
前　

時　

分
、
午
後
は
３
時　

分
ま

１１

３０

４０

で
）
。

□問
 

消
費
生
活
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ン
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ー
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７
２
５
・
８

８
０
５

２００４年度消費生活相談上位１０位
前年度件数件数商品、サービス名順位
１,０４３１,４３１電話情報サービス（携帯電話関係の不当請求等）1
 ２８３１,０４８オンライン情報サービス（インターネット関係の不当請求等）２
 ５４４ ４５７フリーローン・サラ金３
 ２４９ ２６０商品一般（内容不明の不当請求、商品全般の相談等）４
 ２０１ １９０賃貸 ｱﾊﾟｰﾄ・借家・不動産賃貸（敷金返還トラブル等）５
 １６６ １４４住宅関連工事（住宅建設、リフォーム工事等）６
　６９　７８新聞７
　６４　６９健康食品８
　４７　６５エステサービス９
　６５　６３自動車１０

過去５年間の
相談件数推移

件数年度

６,０３１２００４

５,１９１２００３

３,７４９２００２

３,１９５２００１

３,０８４２０００

○学校の行事に関すること�
○行政改革・事務改善に関すること�
○施設の整備に関すること�
○制度整備に関すること�
○施設の利用に関すること�
○道路整備に関すること�
○ごみの減量・処理等に関すること�

下半期に多数寄せられた�
ご意見・ご要望�

たくさんの市民の声が�
寄せられました�

広聴の実績　２００４年度下半期�

広報広聴課広聴係（市民相談室）1７２４・２１０２�問�


